
 

 

「尊厳を支えるケア」を実践する為の研修会 

 

     平成 30年 11月 27日（火） 

   東京都四谷主婦会館プラザエフにて 

開催しました。「高齢者虐待防止施策等の動向につ

いて」を厚生労働省老健局高齢者支援課課長補佐であ

る 畑 憲一郎氏より講義いただいた後に認知症の人

の「尊厳を支えるケア」を実践する為の研修を埼玉県

支部が行いました。コメンテーターとして参加してい

ただいた弁護士の常田学氏からは法律家としての 

立場から虐待について現場に即した内容で 

丁寧に説明下さいました。 

 

     平成 30年 12月４日（火） 

  栃木県認知症高齢者グループホーム協会の 

依頼により栃木市国府公民館にて上記同様の内容 

で行ないました。栃木県のグループホーム職員が集ま

り「不適切なケア」をなくすためにグループワークで

は議論を重ね、演じる場面では真剣に取り組む姿勢が

印象的でした。今後も県の垣根を越え認知症の方を支 

える仲間として一緒に手を取り合っていきたいと 

思いました。 

 

 

平成 31年 2月 9日（日） 

  社会福祉法人 あすなろ会の依頼により 

春日部市にある特別養護老人ホームあすなろの郷 

で上記同様に内容で研修を行いました。当日はあすな

ろ会より 52 名の参加がありグループワークでは活発

な意見が飛び交い具体的な改善策まで話し合われて

いました。また研修の合間に職員さんより、ケアに関

して悩んでいる部分を率直に相談して下さる場面も

見受けられ共に考えさせられる研修となりました。 

また、法人全体の取り組む姿勢に関心させ 

られました。 
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認知症の人の「尊厳を支えるケア」を 

実践する為の研修会  ～in福岡～ 

 平成 31年 2月 12日（火）に TKP博多筑紫口ビ

ジネスセンター9 階 901 号室にて上記研修会を開

催しました。第１部ではグループホームにおける権

利擁護・虐待防止の現状と課題を村川浩一氏より身

体拘束適正化のポイントについて事務局の堀氏よ

りそれぞれ講義いただきました。 

 第 2 部では埼玉県支部で取り組んでいる虐待の

因子となる不適切なケアをチームでなくす実践を

同支部役員である高杉氏の進行のもと具体的な実

践方法を紹介し、内容のコアとなる不適切なケアを

洗い出すための日常の場面の寸劇を支部役員が演

じました。その後個人ワーク、グループワークにて

不適切なケアを抽出し適切なケアにするための方

法を考えてもらい、グループ毎に実際に演じてもら

いました。グループワークの中では活発に意見が飛

び交い、参加者の方々は日ごろのケアを振り返りな

がら思いを共有しているようでした。遠く離れた地

でも同じ認知症の方を支える仲間として貴重な出

会いが出来たことに感激しました。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                        

 

 

埼玉県支部・公開講演会 

新時代の認知症ケアと終末期ケア 

 

平成 31年 2月 9日（土）三郷市文化会館にて埼玉

県支部地域研修として開催しました。今回の研修で

は参加者 68名の内、三郷市内の方が 44名で専門職

のみならず地域の方のご参加が多く見受けられまし

た。福祉への関心が高く日ごろから地域の繋がりが

深いと感じました。 

講演 1 部では一般財団法人日本尊厳死協会副理事

長である鈴木裕也氏より「在宅やグループホームで

の終末期ケア」について講義いただきました。安楽

死と尊厳死の違いや医療・介護を含め常に良いか悪

いかを考える、そんな尊厳死の在り方を教えて下さ

いました。講演 2部では「とよ屋でつながる人と人」

グループホーム ライフタウン愛里の入澤氏よりと

よ屋の始まりからをお話しいただき、利用者様の変

化や運営推進会議でボランティアを募ること、地域

との交流の場となる現在に至るまでの経緯なども話

して下さいました。講演 3 部では「新時代の認知症

ケア」と題して医療法人財団アカシア会 クリニッ

ク早稲田院長の大場敏明氏より講義いただきまし

た。認知症の方が過ごす環境がとても大切であると

自身の体験を元に、医療中心ではなく本人が望む生

活が営めるようにと熱く語り、外来診療では不安を

与えず安心を与えるように心がけておられること、

診療中にはしばしば笑いが起こるとも仰っていまし

た。活動交流会では「当事者が求める認知症ケアと

課題」として活動の報告や意見交流の場として多く

の参加者で語り合うことが出来ました。地域の方々

と交流が図れる今回のような研修が様々な地域でも 

 行っていきたいと強く感じました。 

研修の様子 

支部総会 

日時：5月３０日（木）13:30～ 

場所：埼玉会館 ２Fラウンジ 

記念講演：グループホームにおける 

  働き方改革への対応 

講師：横山 敬子氏（特定社会保険労務士） 

時間：14:30～16:00 

情報交換会：16:10～17:00 

参加費：・会員 無料  

・非会員 1000円 

・情報交換会 2000円 

※別紙、ご案内チラシの裏面申込み書にて

FAXでお申込み下さい 


